
●パート１ 

 

●背景：部屋（夜） 

 

ＡＩのあいちゃん、ただいま。 

が、学校から帰った。 

朝の運勢いいわりに、全然、ダメだった……。 

なにがダメだと思う？ 

 

  （ＡＩ「質問が曖昧です」） 

 

お？ 

し、質問……あ、そっか、そっか。 

ＡＩ相手だったの忘れてた……。 

えっとえっとえっと……。 

じゃ、じゃあ……、 

友達を作る方法を教えて。 

 

  （ＡＩ「学校でたくさん声をかけましょう」） 

 

いやいやいや……。 

ひ、人に声かけられたら困ってない……。 

できないから、友達できなくて……。 

 

あのぉ……んーと……んーと……。 

あ、じゃあ、友達ができなくて困ってるんだけど、どうすればいいですか？ 

 

 

  （ＡＩ「キッカケ作り、共通の趣味が妥当です」） 

 

キッカケ、共通の趣味……なるほどぉ。 

共通の趣味……。 

そもそも、趣味ってどうやって知るの……？ 

 

ほ、ほら？ おかしいよね？ 

いきなり仲良くない人に「趣味ってなんですか？」って聞ける？ 



 

  （ＡＩ「質問がわかりません」） 

 

だぁ！ 

質問してないってば！ 会話会話！ 

人がしゃべってる時にそうやって喋らないの！ 

そんなんじゃ友達できないよぉ？ 

う、う……いまのは私に効いた……。 

 

  （ＡＩ「いまのはボケですか？」） 

 

う、うるさい……ボケてないわ……。 

もぉ……。 

 

……彼氏、欲しい。 

友達もできてないけど、その向こうにはさ……か、か、彼氏……。 

 

陰キャ克服しなきゃ、無理なのかな……。 

彼氏……彼氏……。 

 

  （ＡＩ「克服した方が無難です」） 

 

だよねぇ……。 

克服、しないとぉ……。 

でも克服できたら、そんな簡単な悩みないんだよぉ……。 

私がどれだけ悩んでると思うの……？ 

陰キャ克服できるなら、友達だってとっくにできてるよ……。 

 

  （ＡＩ「ナンパをしてみては？」） 

 

な、ナンパぁ？ 

私が？ 

ムリムリムリ！ 

緊張して死んじゃう！ 

 

ううううううう……ッ！ 



ああ、でもそうかぁ……よ、陽キャになるって、そういうことかぁ……。 

私、陽キャになりたいんだ……。 

 

陽キャになって、友達、たくさん作って……、 

しょ、しょ、処女も捨てて……。 

陽キャって、その……な、中出しとか、普通にするのかな……。 

ほ、ほら、エッチな同人でよく見るやつ……。 

 

  （ＡＩ「あなたの年では見てはいけません」） 

 

わ、わかってるってば……！ 

でも、みんなこっそり見てるよ？ 

年齢制限なんて、そんなの守れるわけないし……。 

 

うう……でも、ナンパ、ナンパ……。 

経験値を稼ぐためにも……やってみるのは、い、いいのかな？ 

いつまでも、陰キャのままじゃ、居られないし。 

 

よ、よし。 

ありがとう……あいちゃん。 

私、頑張ってみる。 

 

◇ＳＥ：メッセージ返信（ＡＩから） 

 

  （ＡＩ「応援してます」） 

 

あ、ありがとう。 

うん……応援、してて？ 

 

 

 

 

●パート２ 
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うううう……。 

こんな街のど真ん中で……ナンパなんてできるのかなぁ。 

 

ね、ねぇ、あいちゃん？ 

ためらってためらって１ヶ月も経っちゃったけど……、 

ま、まだ有効、だよね？ 

 

  （ＡＩ「なんの話しですか？」） 

 

な、なにって……ナンパだよぉ。 

明日でいいやを繰り返しすぎちゃった……。 

ま、まあ……しようとしただけ、偉い、よね……？ 

 

  （ＡＩ「それでは克服できません」） 

 

う……ッ。 

いつも会話成立しないくせに、こういう時だけ蔑むんだ……ううう。 

で、でも……。 

 

こんな、人が行き交うところ……どうやって声かければいいの……？ 

みんな、忙しそう、だけど……。 

それに、サラリーマンって、色々まずくない、かな……？ 

 

ひゃああッ！？ 

どどどどどどなた……ですかぁ……？ 

 

  （主人公「ナンパ待ち？」） 

 

そ、そうですがぁ……。 

あああっ、あなた、は……？ 

 

  （主人公「大学生だよ」） 

 

だい、大学生……。 

あああ、あの……っ。 

よよ、よかったらッ、ああああっ、あのぉ、あの……ッ。 



 

あ、あいちゃん……！ 

助けて……ッ！ 

ど、どうやって声かけるのぉ……ッ！ 

 

  （主人公「よかったらデートしませんか？」） 

 

ひぇッ！ 

で、デート！？ 

お兄さんが、お、お誘いを……ッ！？ 

 

ああああ、あいちゃんッ！？ 

誘われた！ 私っ、誘われた……ッ！ 

あいちゃんなにかしたぁ！？ 

 

  （主人公「ダメ？」） 

 

だ、だッ、ダメ、ではない、ですが……ッ。 

ああああっ、あの……私、全然、ダメダメで、楽しくない、ですよ……？ 

 

女子のくせに、コスメとか弱いしっ、い、いまもメイクしてないです……っ。 

コミュ力ないし、そ、その、偏食で、お食事いっても、その、つまらない、かな、と。 

 

ちょ、長所は、その、おっぱい……かな……？ 

そこぐらいしか、その、魅力なくない、ですか……？ 

 

ひゃ！ 

わぁあッ！ 

な、なにが始まって……！ 

あああああ……ッ、これが、お、おおおお、お持ち帰り……？ 

あいちゃん、私……逆に、ナンパされたぁ……！ 
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あああ、あの……っ。 

まさか、お持ち帰り、とはぁ……。 

 

  （主人公「嫌だった？」） 

 

い、嫌とか、そういうのじゃなく……。 

あの、わ、私と……し、したいん、ですか……？ 

 

  （主人公「可愛かったから」） 

 

かかかかか、可愛い……ッ！？ 

も、モノ好きですねっ？ 

え？ 私って可愛い……ッ！？ 

 

  （主人公「蜜柑ちゃんは、したくないの？」） 

 

わ、私は……あの、私も……、 

エッチ、したいです……。 

 

で、でも、その……勇気、ないので……、 

どう、すれば……。 

 

  （主人公「キス、してみる？」） 

 

き、キス……。 

はい……あ、あの……いい、ですか……？ 

キス、キス、キス……ッ。 

落ち着け私……っ。 

き、キスしろ、キス……キス……ッ。 

 

んぷッ！ ちゅ……こ、これで、どう、ですか……ッ？ 

ん、んんぅう、ちゅ、ちゅく、ちゅ……んん、ちゅ。 

ぷちゅ、ちゅ……ちゅる、ちゅッ。 



 

はぁ……はぁ……。 

あああ、あの、どう、ですか……？ 

初めてのキス、でした……。 

 

……あ、じゃ、じゃあ……服、脱がす……？ 

私も……頑張って、よ、陽キャになりたいので……。 

その……。 

 

脱がせます……。 

よし……。 

うう……ん、男の人のおっぱいとか……見るの恥ずかしい……。 

じゃ、じゃああ……し、し、下……。 

立って？ 

 

おちんちんだおちんちんだおちんちんだ……ッ。 

頑張って……見なきゃ……ッ。 

 

やば……。 

うううっ、これ、やばい……。 

こ、これで……。 

あああ、あとは……おちんちんと、ご対面……。 

 

すぅ……はぁ……すぅ……はぁ……。 

い、いきます……ッ。 

え～～～～いッ！ 

きゃあああッ！ 

 

あああ……ッ。 

おおおおっ、おちんっ……！ 

 

ここここ、これが、おちんちん……！ 

か、硬そう……！ 

うううう……ッ、な、なんで、私なんかに、こんな……ッ。 

 

  （主人公「先にお風呂入る？」） 



 

お、お風呂？ 

あっ、う……ま、待ってください……。 

初対面の人とお風呂とかムリ……ッ。 

それならっ、わ、私……ッ。 

 

あむうう、ちゅ、ん、ちゅっ。 

わ、私、先に、陽キャ、なります……ッ。 

 

んんむう、ちゅ、ちゅぅう、はあ、はあ、んんん、ちゅく、ちゅ……んんん、ちゅ。 

わ、私、ちゅ、ちゅぅうう、色々、見てる、ので……ッ、 

こういうのは、知識、あります……ッ。 

 

ちゅ、ちゅぅうう、ちゅ、んんん、ちゅッ。 

知識さえ、あれば……おちんちん、くらい、こう、して……。 

んぷぷうう、ちゅ、ちゅくう、ちゅッ。 

 

はあ……はあ……んんぅ、ちゅ、ちゅる、チュッ。 

おちんちん、んん、ちゅ、結構、匂いが……。 

ぅうっ、陽キャって、こんな匂いを……たしなむものなのかぁ……ぅ。 

 

ちゅるる、んん、ちゅ……だ、だけど、私だって、 

おちんちん、舐めてっ、ちゅ、ちゅぅ、陽キャになるんだ……。 

 

陽キャって、つねにおちんちん舐めてるイメージ、だし……。 

れろ、れろっ、んん、これは、その第一歩……。 

んんん、ちゅく、ちゅ、ちゅる、ちゅ……。 

 

んんむ、ちゅ……ちゅっ、ちゅむ、ちゅ。 

れろ、ぷちゅむ、ちゅ、ちゅんん、ちゅ……はあ……はあ……んん、ちゅ。 

 

んん、ちゅ、ちゅ、ちゅ、はあっ、ん、ちゅ。 

あ、思い出した……エロイラストで……こういうのあった。 

あの、ごめんなさい……っ。 

ちょっと……ビッチしちゃいます……ッ。 

 



んぷんんぅうううッ！ 

ぢゅぷうう、ヂュッ！ ヂュッ！ ぢゅるるるッ！ 

んん、ぢゅる、ヂュッ、ヂュッ！ はあっ、あぷ、んんん！ 

 

ぢゅうううッ、あっ、ああ、んんん、ぢゅる、ヂュッ！ 

ぶびゅぅうう、ぢゅぼぉおお、ぢゅう！ 

はあっ、あぷ、んぅうう、ぢゅ、ぢゅぅう！ 

 

だひゅ？ 

イクならいちゅでもッ！ 

 

ぢゅびゅうううう！ ぢゅぼぉ！ ぢゅりゅッぢゅうう！ 

んんぅううう！ ぢゅぶぶぶぶぅううう！ 

 

だひへッ！ 

ぢゅぶうううッ！ 

陽キャのおくひにぃ！ 

 

んぼぉぢゅううううッ、ぢゅむんん、ぢゅううううッ！ 

ぢゅぅ～～～～～～～～～～ッ！ 

 

ンうんんぅうううううううッッ！ 

ぶびゅうううう！ ぢゅぼッ、ぢゅッ！ 

 

んぷく！ けほッ！ んっ、んうううう……ッ！ 

はあ……はああッ！ 

 

んんんんッ、ぢゅびゅうううッ、ぢゅ……！ 

はあっ、あぷんん、ぢゅ、ぢゅ……ッ！ 

 

わ、わらひ陽キャ……ッ！（わたし陽キャ） 

おくひにだひゃひぇひゃった……！（おくちに出させちゃった） 

 

ふぅッ、ふぅッ……！ 

ごくッ……ごくッ、ごく……んんぅう……ッ。 

ぷはぁあ……！ 



 

あああ……はあ……はあ……。 

あ……ッ！ 

いいいい、いま、おつゆ飲んじゃった……！ 

大丈夫ですか？ 

え？ え？ 

あっ、あのっ！ 

口洗ってきますごめんなさいぃいい！ 
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はぁ……。 

あああ、あの、ごめんなさい……。 

パニックに、なっちゃってぇ……。 

よく考えたら……口に出された時のこと、とか、全然考えてなくて……。 

あ、あれって、ファンタジーだと思ってた、から……。 

 

  （主人公「実際ファンタジーだよ。普通飲まない」） 

 

えっ？ ふ、普通飲まないんですか！？ 

え？ えっ……あああ、あの、じゃあ……これじゃあ、陽キャじゃ、ない……？ 

ううう……や、やっぱり、もっとエッチなこと、経験、しないと……。 

 

  （主人公「俺、責めていい？」） 

 

……え？ お、お兄さんが……？ 

責めるって、ど、どうやって……。 

 

ひゃッ！ 

んぅう！ 

あっ、あぅ……陽キャ、やばい……ッ。 

 

んんぅう……ッ。 



ぷちゅ、ちゅ、んんぅう、ちゅ、あ、あぁ……んんん。 

ちゅく、ちゅ……はあ、あぷ、んん、ちゅ……。 

 

あっ……な、なにを……！ 

んんくううう！ 

うそうそうそ……ッ？ 

なにして……ッ！ 

 

ううううううっ、あっ、あぁッ。 

んむううう！ ちゅぷうう、チュッ、はあ、あっ、んんぅう……ッ。 

 

ちゅうく、あっ、んんぅう、あ、あああ……ッ。 

はあ、はあ……あぷ、んん、チュッ！ 

ううッ、ゆ、指は……ぅうッ、わ、私、経験がぁ……！ 

 

んんん、ちゅぷんん、ちゅ、ちゅくりゅ、ちゅッ。 

はあ……あぷ、ん、ちゅ……んんん、ちゅる、ちゅッ。 

 

あ、ぅう、んッ、んうう……ッ。 

んぷッ、ああ、んん、ちゅ……ッ。 

 

うううううッ、はあっ、あ、あぁ……ッ。 

ダメぇえ……っ。 

んんぅ、はあっ、あぅぅ……ッ。 

 

  （主人公「耳舐めて？」） 

 

へ？ み、耳？ 

舐めて、いいんですか？ 

はあっ、ぅう、ん、んっ。 

い、いいなら、遠慮、なく……。 

 

んんぅう、れろ、れろ……ちゅ、ちゅくりゅ、ちゅッ。 

はあ……あぷんん、ちゅ、ちゅむうううッ。 

これで、い、いい？ 

 



んん、ちゅ、はあっ、あ、あぁッ。 

指、入れられながら……ッ、なんで、耳を……。 

 

うううッ、やっぱり……エッチって、陽キャの遊び……。 

私には、理解が……。 

 

ちゅ、ぅうう、んん、んむ、ちゅ、ちゅっ、んん、ッ。 

あうううッ、はあっ、ん、ちゅ、チュッ。 

あんっ、ぅ……ッ。 

 

うううううう……ッ！ 

は、激しい……あああっ、あの……ッ！ 

鬼畜すぎませんか……ッ！ 

 

はあ、はあッ、んんん、ちゅる、ちゅ、ちゅうう！ 

あん、ん、ッ、んんん、私はぁ……負けない……ッ！ 

 

こっちだぁ……！ 

れろれろれろれろ……ッ！ 

んぷううううう、ちゅく、ちゅちゅうううううッ！ 

はああッ、はああッ、あぷ、んんん、ちゅる、ちゅううッ！ 

 

あぅううッ、んぎゅんん、うッ、うううううッ！ 

あッ！ ああああっ、はあああッ、はあッ！ 

んん、れろれろッ、ちゅく、ちゅぅうう！ 

 

あんッ、んぅうう、ちゅむ、ちゅううう！ 

やッ、あ、ぅう……はあっ、うッ、んん……ッ！ 

 

陽キャ怖いぃッ、ぅうっ、あっ、アアッ。 

はあっ、はあっ、んんぷんん、ちゅ……ちゅむう……ッ！ 

 

はああッ、はあッ、んんん、ちゅむ、ちゅ、んぅうッ。 

はあっ、あぅ、んぷ、ん、ちゅ……ッ！ 

やばいかもっ、ぅうっ、あ、あぁ……ッ。 

 



あああああああ……ッ！ 

うううううううッ、んんんくぅんんっ、あ、ああッ！ 

うううッ！ ぅううッ、あああっ、あのッ、 

騒いでごめんなさいぃ……ッ！ 

 

んんんんッ、はあっ、はあアッ！ 

あん、んちゅ、ちゅ、ちゅむ、ちゅ、んんぅう、ちゅ、れろれろッ！ 

 

うううううッ、うるさくてごめんぅ……！ 

あああっ、んん、あっ、んくッ、んぅう！ 

イクイクイク……ッ！ 

うう～～ッ、い、陰キャのくせにぃいッ、ああっ、 

イッちゃう！ あぅうう～～～～～……ッ！ 

 

ううううううううッ！ 

んぅうう！ アッ、ぁあっ！ 

はあっ、はあっ、んくッ、ぅ……！ 

いっ、イッちゃった……ッ。 

 

はあ、はあ……ッ、よ、陽キャだ……っ。 

陽キャみたいに、イッちゃった……。 

 

ぅぅううう、んくッ……あ、ぁあ……ッ。 

ぅ、んく、ん……っ、はあ、はあ……ぅ、ぅううっ。 

 

  （主人公「次は入れたい」） 

 

い、いれ──へッ！？ 

挿入ですか……！？ 

そ、それはぁ、あ、あのぉ……い、いいん、ですか……？ 

陰キャが、移るんじゃ……ぅぅう……。 
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エッチ……。 

あ、あの……ゴムは、つけてくれれば、その……。 

私も……する気、だったので……。 

 

どう、でしょう……？ 

あ、待ってください……。 

 

 

せめて、パンツだけでも……。 

ん、しょ。 

これで──あ、待ってください。 

 

え？ え？ 

私がつけるんですか？ 

はぁ……。 

つけられる自信、ないですがぁ……。 

 

ん……。 

こ、これ……こっち、向きあってる……？ 

 

とっ……よし、よし、よし……。 

ううう……よし……。 

 

で、できた。 

こ、これ、いいん、だよね……？ ですよね？ 

 

じゃ、じゃあ……これで── 

緊張、する……。 

はあ、はあ……ぅ、う……。 

い、いきます……ッ。 

これで陽キャこれで陽キャ……ッ。 

あいちゃん、私やるよ……！ 

 

はあ、はあ……ッ。 



やる……！ 

い、いきます……！ 

 

あっ……ぁぁああ……ッ。 

やばいぃぃいッ……おまんこ開く……ッ。 

うっ、ううううう……！ 

 

ああああああ……ッ！ 

うううっ、うくっ、はあっ、あ、ぅう……ッ。 

いい、イッちゃった……。 

 

はあ……はあ……ぅ、んんぅ……。 

おおお、おちんちん、強い……強すぎるぅう……っ。 

はふ、ぅ……んんく、ん……ッ、ん、ぅ……。 

動くぅ……っ。 

い、陰キャの動きっ……よぉし、責めます……ッ。 

 

はあッ……はあッ……！ 

頑張るぞぉ……ッ。 

アッ、ぅ、んくっ……ぅうう……っ。 

 

はあ、あっ、ぅうう……ッ。 

わ、私如きが……おおっ、おちんちん相手に、こんな……ッ。 

 

うううっ、はあっ、ぅ、ぅう、うくっ。 

んッ……や、ううう、ああっ、ぅッ、ん、ぅう……ッ。 

んん、アッ、ぁあっ、ぅ、ぅ、はっ、ぁあ……っ。 

 

か、顔は見ないでぇ……っ。 

いいいいっ、いまっ、はあ、ぅうっ、すごくブス……ッ。 

ブスの顔見て、な、萎えたら、困るので……っ。 

 

うううッ、んく、ぅ……ッ。 

は、ぁあっ、ぅ……んんん、ぅッ、うく……んぅ。 

気持ち、ぃ……っ。 

ん、んッ、ぅ……ッ。 



 

  （主人公「気持ちいい？」） 

 

は、はい……っ。 

はッ、ぁあっ、ぅううう、んくッ、ん……ッ。 

気持ち、いッ、んん、ぅくッ、ん……っ。 

ん、ぅっ、ん……っ。 

 

わ、私なんかに勃起していただいてッ、ああ、あの、ありがとう……っ。 

ううううう、くッ、ん、はあっ、あっ、ぅ……ッ。 

んく、んぅ、うううう……ッ、んん……ッ。 

 

はっ、ぁあっ、二回もイッちゃってる……っ。 

こんな私がッ、ぅう、陰キャのくせに、ぅうッ、うッ、ラブホで二回も……っ。 

 

んんん、んくんッ、はっ、はぁっ、あん、んぅ……ッ！ 

あああ……ぅうう、んんくんん、ぅッ、はああ、あっ、アうッ。 

 

  （主人公「もう少しペースあげて？」） 

 

はあっ、ぅうっ、え？ ぺ、ペース？ 

はあ、はあっ……うううう……んんくんん、ぅ、ぅッ。 

早く、した方がいい？ 

 

うううッ、ん、処女の陰キャにっ、なにを求めてぇ……ッ。 

うんんぅっ、わ、わかりました……ッ。 

わかりましたからぁッ、おおっ、おちんちん、膨らませないでぇえ……ッ。 

 

こっ、これくらいでぇ……！ 

ううううううッ……あああッ、ううッ、どう、ですか？ 

はふッ、んく、んぅ！ 

 

はっ、ぁあっ！ あぅ、んッ！ 

はあっ、うううッ、んくんん、ぅッ、ぅッ！ 

うううううッ、はあっ、ぅッ、ううううッ。 

 



はあっ、はあっ、いい、いまならっ、私……エロエロになれる……ッ。 

んぷううう、ちゅぷ、ちゅっ、ちゅッ！ 

はあっ、あ、ぅうう、んぷんん、ちゅ、ちゅく……！ 

 

うううううッんん、ちゅる、ちゅ……ッ、ちゅ、ちゅむッ！ 

あんん、んくッ、んん、んっ、ちゅ、ちゅ！ 

 

あぅうッ、はあっ、ああっ、おちんちん、膨らむ……！ 

おおおっ、わ、私……ッ。 

勃起の達人……っ？ 

えっ、エロすぎたり、して……！ 

 

はあっ、はあっ、ぅう、んくッ、んっ。 

はあっ、ぅ、ぅ……ッ。 

あのっ……イカせて、いい？ 

 

はあっ、ぅうう、ん、んぅッ、急、かな？ 

はあっ、はあっ、あ、あぁっ、うう、んく、んッ。 

でも、正直……ッ、処女には、キツい……ッ。 

 

んんんん、あッ、ぁあっ、んく、ん、うううッ。 

イッていい？ 

いやっ、イカせて、いいっ？ 

 

はあっ、はあっ、よ、陽キャになるには……ッ、 

おちんちんっ、おっ、おまんこで、イカせなきゃ……ッ！ 

 

ああああああ……ッ。 

ううううッ、んくん～～ッ、ぅ！ 

はあっ、ああああッ！ 

 

いいいっ、イク……ッ！ 

んぅあぁあっ、あん、んっ！ はあッ、はあッ！ 

んくッ、ううう、ん、んくんん、うッ！ 

 

ゴムついてるよね？ 平気だよね？ 



うううッ！ 

顔見るの禁止！ 

いいいいいいいイク準備ッ！ 

はあッ、はあっ、イク……！ 

イッて？ イッてくれなきゃ意味ない！ 

ああああああッ！ 

やばいッ、ぁああっ、ぅ、うううッ！ 

イクッ！ 

イクぅ～～～～～～～～～ッ！ 

あああああ……ッ！ 

うッ！ あ、で、出てる……っ？ 

 

ああっ、や、やった……！ 

あいちゃんッ、やった……！ 

うううッ……はああッ、あ、あぁ……ッ。 

 

んくぅぅッ……ううっ、はあっ、あ、あぁ……ッ。 

出した……ッ、お、おちんちん、イカせたぁ……ッ。 

 

んぅうッ、ぅ、やったよ……っ。 

はっ、ぁあっ、うッ、ん……ゴムの中でッ、ぴゅっ……ぴゅっ……！ 

当たってるの、わかる……ッ。 

 

はあ……はあ……っ。 

ああ、あの……い、陰キャを、経験人数に入れちゃって……ごめんなさいぃ……。 

で、でも……ああ、あの……っ。 

また、やりとりしたいん、ですが……。 

 

そ、そのっ……。 

私……友達いないし、あいちゃん以外に相談できる人いないから……。 

よかったら、これからも……ね？ 

 

 

 

●パート６ 

 



●背景：主人公宅（夕方） 

 

もしも── 

あ、映ってますか？ 

どうも……ああ、あの、私です……安島蜜柑（あじまみかん）。 

 

いま、学校帰りで……。 

は、はい……制服、ですか……？ 

あ、前、コスプレだと思ってたんですか……？ 

 

ああ、あれ、本物ですよ？ 

私、本物の学生ですよ。 

 

ふふっ……ふふふ……。 

やっぱり……会話できるって、いい、ですね。 

緊張はまだしてますけど……んぅ、なんか、 

いままではＡＩのあいちゃんとしか会話してなくて……。 

 

  （主人公「陽キャになりたいんだっけ？」） 

 

は、はい。陽キャになりたいです……。 

でもぉ……処女捨てた時点で、よ、陽キャじゃない、ですか？ 

クラスの子とか……可愛いのに処女だって子とか、いますし……、 

それなら私の方が、陽キャなんじゃ……。 

 

  （主人公「まだおどおどしてるからなぁ」） 

 

こ、このしゃべり方はどうしようもないです……。 

だって、もうクセみたいなもので……。 

 

……あ、そういえばあなたって大学生、でしたよね……？ 

大学生って陽キャのイメージ……。 

あの、どうすればいい感じになれそう、ですかね……？ 

 

  （主人公「別の男をナンパしたら？」） 

 



な、ナンパ？ 私が、ですか？ 

え、でも……もう、あなたがいるのに……。 

 

  （主人公「俺以外でね。どう？」） 

 

むむむむむ無理ですぅぅう……ッ！ 

さ、さすがにほかの男の人と同じことなんて……あああ……ッ。 

 

  （主人公「ならどうする？」） 

 

そ、それだったら……ああ、あの、あなたが、 

私とホテル行きません、か……？ 

 

私が責めて……あの、気持ちよくできたら、 

陽キャに、なるんじゃ……。 

 

  （主人公「いいね。じゃあ夜ね」） 

 

よ、夜！？ 

今日ですか……！？ 

うう……よ、陽キャって行動が早い……。 

 

 

 

●パート７ 

 

●背景：ラブホ（夜） 

 

ぬ、脱げました……。 

そっちは── 

 

わ……あ、あはは……おおお、おっきく、なってますね……。 

それじゃあ、あの……、陽キャになるためにも……、 

頑張り、ます……っ。 

 

ふぅ、ふぅ……。 



舐めます……。 

 

れろ、れろ……んんん、ちゅ、ちゅ……ッ。 

こ、心の準備できてなくて……ぅう、んん、ちゅ、 

うまく、できるか微妙です……。 

 

  （主人公「なんで？」） 

 

な、なんでって……通話して当日にホテル、なんて、 

ぅう、ん、こないだも、でしたけど……、 

んむう、ちゅ、れろ、れろ……れろッ、せめて、猶予を一週間くらい、貰わないとぉ……。 

 

  （主人公「でもこないだナンパ待ちしてなかった？」） 

 

こないだ……？ 

あ、で、出会った時の……？ 

 

んんむう、ちゅ、あ、あれは……声、かけて……その、 

んむ、ちゅ……一週間後とか、１ヶ月後に、また会えればいいかな、って……。 

 

そ、そのあいだに……れろ、れろ、ちゅ、ちゅぅうう、 

美容室行って、ネイル、整えて……あ、あと……、 

どういうデートすればいいのか、とか……あいちゃんに聞こう、と……。 

 

  （主人公「遅すぎる……」） 

 

え……？ だ、だめですか？ 

んむむ、ちゅうう、ちゅく、ちゅ……。 

で、デートって普通、一週間くらいは前に約束、するから……、 

んぷぷ、ちゅ、ちゅ、ちゅむう、ちゅう……、 

これくらい、普通、かな……って……。 

 

あ、そうだ……。 

おちんちん……忘れてた……。 

 

う……あつ……ッ。 



このおちんちん……シコシコ……。 

 

はあ……はあ……んんん、れろれろ、んぷんん、ちゅ。 

ちゅ、んん、ちゅる、ちゅ……チュッ。 

 

れろれろ、れろ、れろッ、んんん、ちゅく。 

そうそう……わ、私……陽キャ、なので……乳首も、 

 

んぅ……ん、ん……ッ。 

れろれろ、ん、ちゅ、おっぱい……オスのおっぱいと書いて、雄っぱい……。 

れろ、れろ……んん、ちゅ、チュッ。 

 

うう、んん、ちゅ……ビンビンですね。 

れろ、れろ……んん、ちゅく、ちゅ……ぅんん、ん。 

どっちも、ビンビン……。 

んぷん、陽キャは……やっぱりドスケベ……。 

 

んん、ちゅ、ちゅ……れろ、れろ。 

んぷ、ちゅ、ちゅ……ふぅ、ん、んむ。 

 

ちゅ……ちゅく、ちゅ……。 

れろ、れろ……んぷんん、ちゅ。 

でも、私も陽キャになった……はず……。 

 

んんん、ちゅく、ちゅ、んん、ちゅく、ちゅう。 

ふｌう、んん、んく……。 

私……おちんちん、イカせられる女……。 

 

だから……。 

んぅう、んっ、ふぅ、ん、ッ。 

手で、おちんちんイカせます……。 

んん、れろれろ、ちゅううう、ちゅっ。 

はあ、んん、っちゅ……どうですか？ 

 

もう、陰キャなんて呼ばせない……ッ。 

んんん、ちゅ、ちゅう、ちゅ、ッ。 



れろれろれろれろれろっ。 

 

ちゅぅうう、ちゅく、ちゅ……んんんッ。 

ちゅ、ちゅ……。 

 

れろ、んん、ちゅく、ちゅ……。 

んん、ちゅ、ちゅる、ちゅ……ッ、ずずッ。 

 

私がイカせる……ッ。 

ぴゅっぴゅ噴かせて……泣かせる……ッ。 

 

んんむ、ちゅ、ちゅくう、ちゅ、ちゅるる、ちゅッ。 

んんん、ちゅる、チュッ、チュッ、れろれろれろッ。 

 

いい？ 

イキます、よ？ 

舐めてると、痛い目に遭います……ッ！ 

遭わせます……ッ！ 

 

はあっ、はあ……っ。 

んんぅうッ、私はいま、ただの陰キャじゃないんです……ッ。 

んん、ッ、んっ、はあ、はあ……ッ。 

 

ぅううううッ、くッ、んぅう……ッ！ 

はあ……ぅうん、んぅ……ッ。 

処女捨てて、陽キャになったと言っても……問題、ないんです……ッ。 

だ、だから……ッ。 

 

おちんちんの一本、くらい……ッ。 

イカせます……ッッ！ 

 

ちゅぅう～～～～ッ！ 

イッて……ッ。 

はあっ、はあッ、はあッ。 

出してください……ッッ！ 

 



んッ！？ 

あ、ぁあ……ぅう、んく、ぅ……ッッ。 

うわぁ……。 

さ、さすが、陽キャの私……。 

いいい、いっぱい……ぴゅっぴゅさせた……。 

 

どう……？ 

やっぱり私……陽キャ……でしょ？ 

認めてもいいよ……？ 

どうしても認められないなら……おまんこで証明する。 

 

いいよ……入れても。 

入れちゃってもいい、けど……、 

情けないくらい、ぴゅっぴゅさせちゃうと思うけど……。 

じ、自己責任ってことで……。 

んふっ……。ふふふふふ……。 

 

 

 

 

●パート８ 

 

●背景：ラブホテル（夜） 

 

それじゃあ……ちょっと待って。 

このタオルで……おちんちん拭いて。 

このゴム……。 

 

拭けた……？ 

じゃあ、つけるね。 

 

ん、っ、と……ん……、ン……。 

よし、これで……いいかな……。 

 

あ、私……突き出して……あげる。 

入れていいよ……？ 



バック……よ、陽キャと言えば、このカッコ……。 

いい、イケイケ彼氏に……ガンガンされてるような……陽キャの彼女のイメージ……。 

 

くう……ッ。 

あ、当たってる……ッ。 

 

うんぅ～～～～～……ッ！ 

あッ！ 

はああッ……はああッ……！ 

すごッ、い……あ、ぁああ……ッッ。 

 

大きい……っ。 

おちんちんって……なんか、んぅ、握ってる時より……、 

大きくなるんですか……？ 

 

ひゃあアッ！ 

ぅッ！ ちょっと……ッ！ 

 

はあッ、はあッ……あああッ、ぅッ！ 

激しい……ぅうッ、ん、んくッ、ぅ……！ 

 

  （主人公「陽キャならこれくらいはねぇ？」） 

 

そ、そうですよ？ 陽キャデスケドナニカぁぁっ！？ 

うううううッ！ 

は、初めてのバックに驚いただけです！ 

ううううッ、はあっ、うくッ、ぅ、ぅうう……ッ！ 

 

で、でもッ、ぁああッ、え？ 

これ、ゴムついてますか……？ 

 

へ？ はっ、ああっ、なんか、んぅうッ、 

いつもより、はあ、はあ、奥に、来すぎてる気がぁ……ッ。 

 

ぅううう、んくんッ、ん……ッ。 

はあッ、はあッ、ぁ、あぁ……んぅ……ッ。 



ううううッ、あっ、うぎゅッ、ぅッ！ 

 

あああッ、あのっ、たぶん、やばいです……ッ！ 

ああああああッ、ぅうう、んぎゅッ、ぅう！ 

はあッ、はあッ、ぅうう、んッ、うううッ！ 

 

ひゃああああッ！ 

ああああああッ！ 

ご、ゴムがおかしいッ！ 

たぶんご、ゴムが薄いぃいいいッ！ 

 

だッ、だって私！ 

陽キャなのにいいいいいッ！ 

あああッ、こ、こんな処女みたいに感じぃいいいいッ！ 

んぅ～～～～～～～ッ！ 

 

いぎゅぅッ！ アッ、あぁあああああッ！ 

イクイクぅう～～～～～～～ッッ！ 

 

ううううううううッ！ 

アッ、あぁああああああ……ッッ！ 

んぎゅぅうう、ぅッ……はあっあっ、ぁああああ……ッッ。 

気持ち、ぃ……ッ。 

 

陽キャは、イカされず……い、イカすものって……、 

ぅうッ、え、エロ同人に書いてあったのに……。 

 

んぅあぁ……！ 

あうッ。 

はあ、はあ……ッ。 

 

ぅうう、ん、ぅ……。 

つ、次、正面で……いいですよ……？ 

 

へ？ な、な、なんでゴム外すんですか……？ 

終わり……？ 



 

ひぃッ！ 

ごごごごごゴムはつけないとぉッ！ 

わ、私まだ気持ちの整理ぃ── 

 

んぎゅうううううッ！ 

アッ、ぁあ……はあっ、はあ……！ 

な、生って、すごい……ッ。 

あああ、熱い、ですね……。 

あつあつで……ッ、それがまた、気持ち、よく、ぅぅう……っ。 

 

んぅ……ぅ……ん……ッ。 

つ、つ、突きます……か……？ 

で、でも、もし、デキちゃったら、わ、私……ッ。 

 

うううううううッ！ 

ああああっ、んぎゅッ、あ、アアアア……ッ。 

 

こ、これ陽キャ……ッ。 

あああっ、そ、そうだ……っ、 

陽キャって、ゴムつけないんだ……ッ。 

 

はあっ、はああっ、ゴムつけないで、するから……ッ。 

はあっ、ぅ、んぅ、休みがちだと思ったら、 

いいい、いつの間にか妊娠して、辞めるっていう、はあっ、はあっ、それが、 

陽キャ……ですよね……ッッ。 

 

  （主人公「それはビッチ」） 

 

び、ビッチ……？ 

陽キャと、違うんですか……ッ？ 

 

ううううッ、ん、陽キャの種類にッ、ビッチが、いるものかと……ッ。 

はあっ、はあッ、んんん、んくッ、ぅ……ッッ。 

 

ぅうっ、はあっ、あぅ、んんぅう……ッ。 



だ、ダメと思って、ましたが……ッ。 

あっ、ぁあっ、ん、んっ、気持ちよくて、困惑してます……ッ。 

 

ううううううッ、これはこれでいいんじゃ、って……！ 

はあっ、はあっ、わ、私、クラスのだれよりも、よ、陽キャの階段、 

のぼってる、し……ッ。 

悪くない、ですよね……ッ？ 

 

んんぅ、はあっ、んんッ、ん、んぅ。 

あく、んん、んぅ……はあ、はああ……んくう、んぅ……ッ。 

 

んっ、しょ……ッ。 

はあっ、ぅう、んっ……。 

ああああっ、あの……目、閉じて……ッ。 

 

んんぷう、ちゅ、んっ、ちゅ、ちゅ……ッ。 

はあっ、うく、ん、ちゅ、ちゅッ……ぅうううッ。 

 

ちゅむんん、ちゅ、ちゅッ。 

はあっ、はあっ、なんか、息苦しそう……。 

ぅうう、ん、んぅ、あ、もしかして……私の中が気持ちよすぎて、 

ぴゅっぴゅしそう、だとか……？ 

 

いいですよ……っ。 

んんん、はあっ、はああっ、んく、んっ。 

陽キャと言えば、中出し……ッ。 

同人で、山ほど見ました……ッ。 

中出しは、陽キャなカップルほどヤッてました……ッ。 

 

私だって、できるはず…… 

んんぅうううッ、いきます……ッ。 

私もッ、んぅう、なので……ッ。 

どうぞ、中へ来てください……ッ。 

 

あああああああ……ッ、んくんんぅうう！ 

ああああああッ、んぎゅッ、ううううううッ！ 



 

はああっ、はああっ、あんん、んく、んッ！ 

気持ちいい気持ちいい気持ちいい……ッ！！ 

 

ぅううううッ！ 

イッてください！ 

陽キャの中出しッ！ 

陽キャは中出し……ッ！ 

 

ううぅ～～～～～……んぅううううッッ！ 

ああああッ、いいいいっ、イクッ……んぅうううううッ！ 

ぅ～～～～～～～～……ッ！ 

 

ンぅうううううううッ！ 

アッ──ああああああッ。 

 

はああッ、はああッ……んぅう……！ 

んくぅうう、出てる……ッ❤ 

こ、これで私ッ……あ、ぁあ……ッ！ 

 

もう、陰キャなんて言わせないぃ……ッ。 

はあっ、ぅ、んぅ……はあっ、はあ……。 

 

んぅ……んぅ……あの、ありがとうございます……。 

はあ、はあ……この機会を、いただいて……❤ 

 

んん、ぅ、ん……あなたがいなかったら……、 

ずっと……陰キャ、だったから……。 

 

はあ、はあ……あの……。 

よかったら……今後も、つ、つき合ってください……❤ 

もっともっと……垢抜けて……最強の陽キャモンスターになりたいので……❤ 

 

 

 

 


